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平
成
三
年
四
月
ょ
り

各

高
森
町
老
連
が
県
老
連
　
　
受
診

指
定
の
健
康
づ
く
り
推
　
　
病
弱

の
康

進
事
業
を
受
け
、
河
原
　
　
員
隔
月
毎
に
血
圧
測
定
、
健
康
相
談
を
受

ん

エ

福
寿
会
が
実
践
す
る
こ
　
　
け
健
康
手
帳
を
活
用
し
、
健
康
管
理
に
努

キC

し

Ｄ

Ｄ

≫

Ｄ

≫

≫

≫

≫

∋

∋

≫ 河原 )調理実習

婦保健

健

チ

同
会
で
は
こ
れ
ま
で
　
　
　
食
生
活
面
で
も
、
み
そ
汁
の
塩
分
測
定

に
も
文
化
面

・
体
育
面
　
　
を
し
た
り
、
栄
養
士
か
ら
高
血
圧
予
防
等

で
の
多
彩
な
活
動
を
さ
れ

健
康
食
の
実
習

た

て
い
ま
す
が
、
健
康
づ
く

指
導
を
受
け
各

自
が
気
を
付
け
、

り
の
指
定
を
き

つ
か
け
に

参加

ま
ず
会
員
の
健
康
調
査
を
実
施
、
調
査
に
　
　
又
心
の
健
康
の
為
民
謡
や
俳
句
に
も
取
り

も性
　

基
づ
い
て
年
間
活
動
計
画
を
立
て
、
会
員
　
　
組
ん
で
い
ま
す
。

男
　
各
人
日
常
生
活
の
中
に
、
手
作
り
の
竹
踏

河
原
老
人
会
活
動
の

一
部
を
紹
介
し
ま

み
運
動
な
ど
を
実
践
、
又
体
力
に
応
じ
て
　
　
し
た
が
、
町
内
各
老
人
会
で
も
そ
れ
ぞ
れ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、　
　
　
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
（

奉
仕
作
業
等
を
取
り
入
れ
体
力
低
下
を
防
　
　
老
後
の
心
身
の
健
康
の
為
、
老
人
会
活
動

‘

止
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
よ
う
。　
　
　
　
Ｎ

≫

Ｄ

≫

∋

≫

∋

≫

Ｄ

≫

∋

Ｄ

Ｄ

≫

≫

≫

≫

Ｄ

∋

≫

≫

Ｄ

≫

≫

≫

∋

≫

∋

≫

Ｄ

脅

と
に
な
り
ま
し
た
。

く
く
≪
く
く
く
Ｃ
Ｃ
く
≪
く
く
ヽ

種
検
診
は
進
ん
で
受
診
、
町
内
で
も

И

率
は

一
位
、
早
期
発
見
早
期
治
療
で

Ｖ

者
や
ね
た
き
り
老
人
は
ゼ
ロ
。
全
会

創

め
て
い
ま
す
。
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おめで

.今特 栞学ちゃん 昇 平さんの2女
(高 森)12・ 8生  しげ子

｀ ‐

目目回□

(住所) (遺 族) (死 亡者)
車 部 大村今朝徳 大村マス

(1991 12り 1ヽそイヽ「う))

後緩 診力ちゃん 勝 一
(高 森)12・ 5生 あつみ

松永  'お =ちゃん
龍

(草部)12・ 15生  悦
住吉  悟ちゃん 陽
(色見)12・ 22生  雅

種逸 鶏在ちゃん 晋
(高森)12・ 12生

産福  案 'ちゃん 寿
(上色見)12・ 17生 智

さんの長女

美

士

子

一
子

(敬称略)

12・ 9

12・ 12

の長 男

敬称略ga
りつ子

さん

さんの 4男

すえなが<
おしあわせに

赤 ち ゃん
たんじよう

菅 111・

不 知

大分県・

矢津田

水 湛 ´̂
12

火 町

.|」だFlj  、̂
・ /1ヽ本I 

工́

お<やみ
もうしあげます

輔

峰

,昭

さんの長女

さんの長女

/4二

"書
吉`村

/下 田

内`山

こ

男

美

一

じ

春

清

修

と

高森・ 下 町

久 木 野 村

高森 ・ 津 留

高森・ 昭和

上色見・大村

熊  本  市
尾 下 ・ 百刈

高森 ・ 村 山

(年齢 )
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西山
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甲斐 輝彦
まゆみ

光麻

矢津田 井上 ユリ
天 神 宇藤ヒサエ

村 「11 工藤 邦夫

井上  歴 71
宇藤 眩秀 83
工藤タキヱ 94
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▲吉見神社神楽

人□の動き
(1月 1日現在 )

世帯数 2,543(-4)
男  4,056(-2)
女  4,360(+4)
総 数 8,416(-1)

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
ま
す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
ま
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
ま

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
山

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。

今月の表紙
草
部
中
学
校
二
年
男
子
生
徒

に
よ
る
神
楽
が

一
月

一
日
、
草

部
吉
見
神
社
で
舞
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
十

一
月
同
中
学
校
の
文

化
祭
で
、
吉
見
神
社
神
楽
部
の

指
導
の
も
と
練
習
、
神
楽
を
披

露
し
た
の
が
き

っ
か
け
。
午
前

零
時
三
十
分
か
ら
舞
わ
れ
た
神

楽
に
、
初
詣
に
訪
れ
た
人
々
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
声
援
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
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受付は2月 16日～3月 16日

正しい申告をお早めに

始
ま
り
ま
す

所
得
税
、
町
県
民
税
申
告

平
成
三
年
分
の
所
得
税
、
贈
与
税
の
確
定
申
告
と
納
税
、
平
成
四
年
度
の
町
県
民

税
と
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

本
町
で
は
、
下
記
日
程
表
に
よ
り
申
告
の
受
け
付
け
と
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

申
告
を
さ
れ
な
い
と
所
得
証
明
、
扶
養
証
明
な
ど
の
各
種
証
明
が
発
行
で
き
な
い
ほ

か
、
各
種
控
除
が
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
不
利
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
指
定
期
日

に
必
ず
申
告
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

で
す
。
納
税
者
の
皆
さ
ん
―
忘
れ

▼
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
人

町

県

民

税

町
県
民
税
は
、
住
民
税
と
も
い

わ
れ
、
私
た
ち
の
最
も
身
近
な
税

金
と
し
て
、
町
民
生
活
の
向
上
に

直
接
活
用
さ
れ
る
重
要
な
財
源
で

す
。申

告
が
必
要
な
人

▼
農
業
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て

い
る
人

（所
得
の
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
以
外
の
所
得

が
二
十
万
円
以
下
で
、
確
定
申
告

を
要
し
な
い
人

▼
昨
年
中
に
退
職
し
た
人
で
、
今

年

一
月

一
日
現
在
就
職
し
て
い
な

い
人

所
得
税

・
贈
与
税

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
基

礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控

除
な
ど
の
所
得
控
除
の
額
を
超
え

る
人
②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年

収
が
千
五
百
万
円
を
超
え
る
人
や
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

平
成
三
年
分
の
所
得
税
と
贈
与

税
の
申
告
と
納
税
は
二
月
十
六
日

ま
で
、
ま
た
個
人
事
業
者
の
消
費

税
の
申
告
は
二
月
二
十

一
日
ま
で

料
理
人
泣
か
せ
の
野
菜
と
い
え

ば
玉
ネ
ギ
。
刻
む
と
、
悲
し
く
も

な
い
の
に
涙
が
ポ

ロ
ポ

ロ
と
で
て

き
ま
す
。
涙
の
原
因
は
、
玉
ネ
ギ

の
細
胞
に
含
ま
れ
て
い
る
ス
ル
フ

エ
ン
酸

。
Ｓ
Ｉ
オ
キ
サ
イ
ド
な
ど

の
硫
化
物
。
玉
ネ
ギ
を
切
る
と
き

に
こ
れ
ら
の
硫
化
物
が
空
気
中
に

飛
び
散
り
、
日
の
粘
膜
を
刺
激
す

る
こ
と
か
ら
起
こ
り
ま
す
。

涙
が
出
る
の
を
防
ぐ
に
は
、
玉

ネ
ギ
を
水
の
な
か
で
む
き
、
水
気

の
あ
る
う
ち
に
手
早
く
切
る
の
が

効
果
的
で
す
。
こ
れ
は
、
硫
化
物

が
水
に
と
け
や
す
い
と
い
う
性
質

を
利
用
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

硫
化
物
が
空
気
中
に
飛
び
散
り
、

日
の
粘
膜
を
刺
激
す
る
の
で
す
か

ら
、
換
気
を
よ
く
す
る
の
も
涙
が

出
る
の
を
防
ぐ

一
つ
の
方
法
で
す
。

し
か
し
、
ど
の
方
法
も
絶
対
的

な
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
く
切

玉
ネ
ギ
の
上
手
な
み
じ
ん
切
り

の
コ
ツ
は
、
根
元
を
残
す
こ
と
。

根
元
を
切
り
取

っ
て
し
ま
う
と
ば

ら
ば
ら
に
な

っ
て
、
う
ま
く
み
じ

ん
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
根
元
を
残

し
て
縦
半
分
の
二
つ
割
り
に
し
て

横
に
寝
か
せ
ま
す
。
縦
に
細
か
く

ン
サ
ラ
ダ
な
ど
で
ス
ラ
イ
ス
し
て

使
う
と
き
は
、
縦
で
な
く
横
割
り

に
し
た
下
半
分
を
使
う
と
お
い
し

く
で
き
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

上
半
分
も
下
半
分
も
同
じ
だ
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
玉
ネ
ギ
は
下
の

部
分
ほ
ど
繊
維
が
細
か
く
て
柔
ら

か
く
、
ま
た
色
も
白
い
の
で
、
お

い
し
く
、
見
た
目
も
き
れ
い
に
で

き
ま
す
。
残

っ
た
上
半
分
は
、
み

じ
ん
に
刻
ん
で
使
う
と
よ
い
で
し

よ
”り
ｃ

菅
　
山

・
水
　
迫

縦
の
細
か
い
切
れ
目
が

コ
ツ

れ
る
包
丁
で
手
際
よ
く
切
る
よ
う

に
心
が
け
た
ほ
う
が
よ
い
よ
う
で

す
。
切
れ
な
い
包
丁
で
切
る
と
、

玉
ネ
ギ
の
細
胞
を
押
し
つ
ぶ
し
て

し
ま
い
、
そ
れ
だ
け
硫
化
物
を
飛

び
散
ら
せ
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま

う
か
ら
で
す
。

切
れ
目
を
入
れ
、
次
に
左
右
か
ら

し
っ
か
り
押
さ
え
な
が
ら
板
と
平

行
に
、
横
に
包
丁
を
入
れ
、
端
か

ら
細
か
く
刻
み
ま
す
。
手
順
は
面

倒
そ
う
で
す
が
、
簡
単
に
き
れ
い

な
み
じ
ん
切
り
が
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
玉
ネ
ギ
を
オ
ニ
オ

田
　
代

　

　

勝

さ

ん
側

平成 4年納税相談日程表

●   ●

●   ●

☆仕事は楽しいですか

高校を卒業してすぐ農協に勤めて何も

わからない事ばかりでしたが、仕事にも

慣れ、地元の人達との交流もあり、楽し

くやっています。

☆今、いちばん関′じヽのあることは

今、農協で野球をやっているが、他に

もいろんなスポーツに挑戦したい。

☆どんな町づ <り を望みますか

観光も大事だが、若い人達を町に引き

止めるような対策をしてほしい。

(11)

な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

持
参
す
る
も
の

１
、
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
申

告
書
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
「申

告
書
」
と

「印
鑑
」

２
、
給
与
な
ど
の
あ
る
方
は

「源

泉
徴
収
票
」

３
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は

「支
払

っ
た
医
療
費
の
領
収
書
、

明
細
書
、
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
た
金
額
の
明
細
書
」

４
、
生
命
保
険
料
控
除
の
あ
る
方

は
「支
払
い
保
険
料
の
証
明
書
（
一

契
約
九
千
円
超
の
も
の
）
」

５
、
損
害
保
険
料
控
除
の
あ
る
方

は

「支
払
い
保
険
料
の
証
明
書
」

６
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受

け
る
方
は

「登
記
簿
謄
本
」
。
「住

民
票
の
写
し
」
。
「売
買
契
約
書
」

ま
た
は

「請
負
契
約
書
」

・

「住

宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年

末
残
高
証
明
書
」

７
、
雑
損
控
除
を
受
け
る
方
は
「損

害
を
受
け
た
住
宅
家
財
の
明
細
書
」

四
　
た
ば
こ
青
年
部
が
、
ア
ブ
ラ

虫
の

一
斉
防
除
を
本
人
の
了
解

を
得
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
近

く
の
た
ば
こ
農
家

へ
連
絡
し
て

下
さ
い
。

五
　
家
庭
菜
園
程
度
の
栽
培
で
も

被
害
が
出
ま
す
の
で
、
防
除
の

徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
防
除
期
間
は
、
四
月
か

ら
六
月
上
旬
ま
で
で
十
日
お
き
程

度
に
行
い
ま
す
が
、
回
数
は
多
い

ほ
ど
効
果
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
高

森
町
た
ば
こ
黄
斑
え
そ
病
な
ど
防

除
緊
急
対
策
協
議
会

（②
０
１
７

１
）
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

!.

(2)

玉
ネ
ギ
の
皮
む
き
と

み

じ
ん

切

り

日 会 場 名
9時～11時 13時～15時

旭 通 昭 不日

林業総合センター
2-1111

(内 i線197  198)

18日 (プ0 高森町における
{露醤寝18斃[:喜

所得税の納税相談案内のあった方
確 定 所 得 申 告 を され る 方
還付等を受けるための申告をされる方
所得税の確定損失申告書を提出される方
消費税の確定申告書を提出される方

19日 (オ|

20日 (ン村

21日

“

滅

24日 (月 ) 草部 (社倉) 草部 (社 倉外 )
草部
基幹集落センター

4-0802
25日りで 芹 口 菅 山

26日 因 永  野  原 下 切

27日 困 津  留  1 津  留  2 野尻林業センター
5-080228日

“

」 野  尻  1 野尻 2・ 尾下 1

3月 2日 (月 ) 天 神 ・ 上 町 冬 野 ・ 津 留

旧 高 森 保 健 所
2-0074横 町

4日困 上 在 下 町

5日 因 矢  津  田 中
農協草部北部支所

4-0231

6日 (翁 河  原  1 尾下 2・ 河原 2 河原老人憩いの家
呼5-0240

洗 川 ・ 大村 中 原 ・ 前 原
農協上色見支所

2-0243

10日り0 戸狩・井上・山良 小倉原・西丁・中園
農 協 色 見 支 所

2-0244

村 山
林業総合センター
(内線)196

プロフィール

■勤務先

■趣 味
■血液型

高森町農業協同組合

車

やさしい性格のO型

診療は午前 9
時か ら午後 5
時まで

２
月
１１
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科

圏
②
３
３
５
１

２
月
１６
日
　
渡
　
辺
　
医
　
院

圏
⑦
ｌ
７
７
７

２
月
２３
日
　
後
　
藤
　
医
　
院

審
⑦
０
０
１
９

３
月
１
日
　
ニユ
　
野
　
病
　
院

圏
③
０
１
１
１

３
月
８
日
　
み
な
み
阿
蘇

ク
リ
ニ
ッ
ク

圏
⑦
２
０
３
０

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

お 知 ら せ

1

t′

祗
一は
藤

　

「

哺

毎

　

”

・）
‐
，―

‐１

‐
‥
，‐

ヽ

地   区   名

2月 17日 (月 )

3日 υ0 森

9日 (月 )

11日例ド



年

　

金

技
能
開
発

セ

ン
タ
ー

訓

練

生

熊
本
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、

４
年
４
月
入
所
の
訓
練
生
を
次
の

要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
科
名
及
び
定
員

●
Ｎ
Ｃ
機
械
科
　
　
　
　
２５
人

●
運
輸
機
械
サ
ー
ビ
ス
科
２５
人

●
建
築
設
備
技
術
科
　
　
２５
人

■
募
集
期
間
／
２
月
１
日

（土
）

か
ら
２
月
２９
日

（土
）

■
応
募
方
法
／
公
共
職
業
安
定
所

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格
者
／
雇
用
保
険
受
給

者
等
の
求
職
者
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
公

共
職
業
安
定
所
ま
た
は
、
技
能
開

発
セ
ン
タ
ー

（
８
０
９
６

・
２
４

２

・
０
３
９
１
）
に
お
問
い
合
わ

Ⅲ
本
間
グ
リ
ー
ン
開
発
で
は
、

高
森
事
業
所

（今
年
の
夏
オ
ー
プ

ン
予
定
）
の
従
業
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
資
格
／
高
校
卒
業
以
上
の
１８
歳

か
ら
３０
歳
ま
で
の
人

■
職
種
／
営
業
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ

フ

（ホ
テ
ル

・
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
で

の
接
客
サ
ー
ビ
ス
）

■
募
集
人
員

男
子
　
　
　
　
　
　
　
　
５
人

女
子
　
　
　
　
　
　
　
　
１０
人

高
森
営
業
所
で
は
、
随
時
面
接

を
行

っ
て
い
ま
す
。
履
歴
書

・
筆

記
用
具
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
高
森
営
業
所

（
蓉

②
２
６
１
１
）
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間
中
に
そ
れ
ぞ
れ
手
持

ち
の
台
帳
等
と
固
定
資
産
税
台
帳

の
照
合
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
期
間
／
３
月
２
日

（月
）
か
ら

３
月
２１
日

（土
）
ま
で
。
た
だ
し
、

第
２
土
曜
日
及
び
日
曜
日
は
除
き

ま
す
。

■
時
間
／
平
日
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
。
第
１
土
曜
日
、

第
３
土
曜
日
は
正
午
ま
で
。

■
と
こ
ろ
／
町
役
場
税
務
課
及
び

両
出
張
所

な
お
、
農
業
者
年
金
の
経
営
移

譲
年
金
受
給
の
対
象
と
な
る
方
は
、

年
金
請
求
の
際
、
い
ろ
い
ろ
な
問

題
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
も
必
ず
縦
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
町
役

場
税
務
課
、
固
定
資
産
評
価
係

（
密
②
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
内
線
１
５
３
）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
ど
町
で
は
高
森
町
農
協

と
野
尻
農
協
に
、
パ
イ
プ
伸
ば
し

機
を
設
置
し
ま
し
た
。
台
風
や
災

害
、
そ
の
他
で
曲
が

っ
た
り
変
形

し
た
り
し
た
パ
イ
プ
は
、
パ
イ
プ

伸
ば
し
機
を
使
う
と
ま

っ
す
ぐ
に

な
り
再
利
用
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
高
森
町
農
協

（②
０
５
２
１
）

野
尻
農
協

（⑤
０
３
１
１
）

へ
。

た
ば
こ
黄
斑
え
そ
病

発
生
防
止
に
ご
協
力
を
！

近
年
、
本
町
に
お
い
て
も

『
た

ば
こ
黄
斑
え
そ
病
』
が
多
発
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
病
気
は
、
た
ば
こ
畑
に
隣

接
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
発
生
し
た

『
え
そ
病
』
を
ア
ブ
ラ
虫
が
伝
搬

し
、
た
ば
こ
が
発
病
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
た
ば
こ

が
こ
の
病
気
に
か
か
る
と
黄
化
枯

死
す
る
大
変
恐
ろ
し
い
病
気
で
す

の
で
、
次
の
点
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

一　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
子
は
、
保

菌
し
て
い
な
い
種
子
を
栽
培
し

て
下
さ
い
。

二
　
た
ば
こ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
は
、

で
き
れ
ば
二
百
＝
以
上
離
し
て

栽
培
し
て
下
さ
い
。

三
　
や
む
を
え
ず
隣
接
す
る
場
合

は
、
ア
ブ
ラ
虫
の
防
除
を
徹
底

し
て
下
さ
い
。

吉
良
嘉
人

（６
分
団
長
）
ほ
か
５

人▼
同

（金
績
章
勤
続
１５
年
）

廣
木
富
八

（機
動
分
団
班
長
）
ほ

か
１１
人

▼
同
阿
蘇
支
部
長
表
彰

飯
千
平
朗
、
進
敬

一

▼
高
森
町
長
表
彰

（勤
続
章
勤
続

１０
年
以
上
）

甲
斐
直
善

（１
分
団
班
長
）
ほ
か

２３
人
▼
同

（感
謝
状
）

甲
斐
節
雄

（初
期
消
火
活
動
）
、
津

留
康
郎

（消
防
施
設
用
地
提
供
）

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

■
と
　
き
／
２
月
２４
日

（月
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

勇壮に消防出初

せ
く
だ
さ
レ`

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
め
式
が

一
月
七
日
、
高
森
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
、
晴
天
の
も
と
通

常
点
検
や
分
列
行
進
な
ど
勇
壮
に

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

式
に
先
立
ち
、
午
前
八
時
か
ら

ポ

ン
プ
車
、
小
型
ポ

ン
プ
付
き
積

載
車
な
ど
の
車
両
十
八
台
が
、
役

場
か
ら
高
森
小
学
校
ま
で
町
内
を

パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

午
前
九
時
か
ら
行
わ
れ
た
式
に

は
消
防
団
員

（十
四
分
団
三
百
四

十
六
人
）
、
高
森
中
学
校
少
年
消
防

隊
（五
十
五
人
）
な
ど
約
四
百
人
が

参
加
。
殉
職
者

へ
の
黙
と
う
、
功

労
者
な
ど
の
表
彰
に
続
き
今
村
町

長
の
式
辞
や
塚
本
団
長
の
訓
辞
の

後
、
福
島
譲
二
県
知
事
が

「皆
さ

ん
の

一
挙
手

一
投
足
を
見
て
訓
練

の
あ
と
が
し
の
ば
れ
ま
す
。
今
後

も
、
奉
仕
と
犠
牲
の
精
神
で
責
務

を
認
識
し
、
精
進

。
精
励
し
て
下

さ
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
各
分
団
に
別
れ
て
規

律
訓
練
、
分
列
行
進
を
披
露
。
別

所
の
堤
で

一
斉
放
水
を
し
て
終
了

し
ま
し
た
。
成
績
と
表
彰
さ
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
。

■
規
律
訓
練

①
３
分
団

（草
北
）
②
２
分
団

（草
南
）
③
６
分
団

（高
森
）

■
表
彰
者

▼
消
防
庁
長
官
表
彰

下
田
安
己
、
岩
下
章

一
、
後
藤
秀

希
、
遠
山
篤
雄
、
今
村
吉
晴
、
中

川
誠
雄
、
久
保
田
佳
孝
、
工
藤
清

男
、
窪
井
富
義

▼
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

岩
下
克
己
、
後
藤
徹
也
、
鶴
林
孝

夫▼
県
消
防
協
会
長
表
彰

（功
績
章

勤
続
２０
年
）

●   ●

●   ●

今村町長の点検を受ける消防団員

」き

ヽ
義と ヽ通慇 1築隆

別
所
の
堤
で
行
わ
れ
た

一
斉
放
水

消
防
団
員
に
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
す
る

福
島
県
知
事

お年寄りの―人暮らしを狙う

白蟻駆除サービスにご注意 !

最近、一人暮らしのお年寄 りから

の、自蟻駆除サービスの訪問販売に

関する相談が増加しています。

契約後す ぐに薬剤をまかれてしま

うので、消費者はクーリング・オフ

(違約金なしに解約できる制度)が
できないと思い、泣き寝入 りするケ

ースが考えられ、潜在的な消費者被

害が多数発生 しているものと思われ

ます。

【販売方法】

①セールスマンが消費者宅を訪問

②床下に乾燥剤をまくと自蟻を防げ

ると言って契約を勧める。

③契約するとその場で薬剤をまいて

しまう。

【契約金額】

5万～28万円
このような方法で自蟻駆除を行っ

た場合、訪問販売法によるクーリン

グ・オフの対象になります。ですか

ら思い直して解約したい時、薬剤を

まいてしまっていてもクーリング・

オフができます。あきらめずに消費

者生活センター (8096・ 354。 4835)

へご相談下さい。

従
　
業
　
員

固
定
資
産
税
課
税
台
帳

パ
イ
プ
伸
ば
し
機

口はしなし

2117E(,H) 2/25a<:t<> s /S E(^) ffiF": effi-158+ (10)

∬痺 :夢範 醸聾
・

摯貯

お 知 ら せ

隧

釧̈□
日

役場の支撃■
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題「どんどや」

年長組

いわした ひろし くん

題「おしょうがつあそび」

年長組

すみよし さとみ ちゃん

決
意
新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り

1()1

人
が
参
加
し
て
成
人
式

101人の新成人が参加した成人式 (林業総合センターで)

新
成
人
の
門
出
を
祝
う
成
人
式
が

一
月
二

日
午
前
十
時
か
ら
、
町
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
昨
年
よ
り
、
十
五
人
多
い
百

一

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

正
月
休
み
を
ふ
る
さ
と
で
過
ご
そ
う
と
い

う
帰
省
者
も
交
え
、
二
十
を
祝
お
う
と
毎
年

正
月
の
三
日
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
若

者
が
自
ら
の
意
思
、
判
断
、
活
動
に
よ

っ
て

積
極
的
に
社
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。
新
成
人
が
生
ま
れ
た
昭
和
四
十
六
年
は
、

第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
最
初
の
年
に
当
た

り
、
今
年
新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た

の
は
、
県
内
で
は
男

一
万
三
千
七
百
三
十
七

人
、
女

一
万
三
千
六
百
九
十
六
人
の
計
二
万

五
千
四
百
三
十
二
人
で
、
昨
年
の
二
万
四
千

二
百
九
十
九
人
よ
り
約
千
百
人
多
く
、
本
町

で
も
、
男
五
十
四
人
、
女
五
十
七
人
の
計
百

十

一
人
で
昨
年
よ
り
十
二
人
多
く
な

っ
て
い

ま
す
。
式
典
で
は
、
今
村
町
長
が

「成
人
式
に
望

ま
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
の
輝
か
し
い
門
出
に
あ

た
り
、
将
来
益
々
知
性
を
ひ
ら
く
と
共
に
心

身
を
錬
磨
し
優
秀
な
若
者
に
成
ら
れ
る
よ
う

期
待
し
ま
す
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し

た
。
続
い
て
参
加
し
た
成
人
者
全
員
に
記
念

品

（
シ
ス
テ
ム
手
帳
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
成
人
者
を
代
表
し
て
大
字
津
留

の
瀬
井
美
寿
さ
ん
が
宣
誓
文
を
読
み
上
げ
、

最
後
に
記
念
行
事
と
し
て
仁
田
水
俊

一
さ
ん

（高
森
）
、
山
室
礼
さ
ん

（色
見
）
、
芹
日
正

樹
さ
ん

（草
部
）
、
野
尻
加
代
さ
ん

（野
尻
）

の
四
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
発
表
を
行
い
、

全
員
で
記
念
写
真
を
撮
り
式
典
を
終
わ
り
ま

し
た
。
会
場
に
は
振
り
袖
姿
の
女
性
や
背
広
姿
の

男
性
な
ど
が
友
人
と
の
久
し
振
り
の
再
会
に

喜
ぶ
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
、
会
場
全
体

に
華
や
い
だ
雰
囲
気
が
漂

っ
て
い
ま
し
た
。

●   ●

●   ●

岩下能子先生がら 径休みの思い出として、
どんどやビー番心 |こ残つたのでしよう。お

もちを燒いたり、燒き肉をしたりして、と

ても楽しかつたようです。

岩下能子先生から はねつき、たこあげ、
こままわしなどのお正月あそびを楽しそう

|こやつている様子ど、のびのびと描けまし

た。

宣誓文を読む瀬井美寿さん

肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
神
火
会
）

真
実
は
ひ
と
つ
　
死
後
の
無
罪
じ
や
情
け
な
か

右
か
ら
左
　
金
は
温
る
暇
ん
無
ア

今
年
も
終
り
　
老
妻
の
愚
痴
聞
き
流
し

右
か
ら
左
　
不
渡
り
出
さ
ん
だ
け
が
え
え

旅
の
宿
　
ほ
ど
よ
う
嘘
の
ひ
っ
と
出
る

片
意
地
張

っ
て
　
逆
療
法
で
寝
込
う
ど
る

旅
の
宿
　
方
言
で
肩
流
し
合
い

許
さ
ん
　
相
手
の
親
が
気
に
入
ら
ん

旅
の
宿
　
メ
ニ
ュ
ー
に
も
土
地
柄
の
出
る

激
動
の
世
情
の
う
ち
に
年
暮
る
る

凍
蝶
や
望
み
傍
な
く
果
て
に
け
り

目
覚
む
れ
ば
窓
白
み
お
り
雪
明
り

隠
居
に
も
心
積
り
の
師
走
街

初
詣
傘
さ
し
て
行
く
ま
れ
な
事

売
り
人
の
声
名
調
子
師
走
街

嫁
ぐ
娘
の
結
納
交
す
松
の
内

店
頭
に
七
草
求
む
客
の
数

山
に
明
け
山
に
く
れ
け
る
年
暮
る
る

温
泉
セ
ン
タ
ー

ヘ
向
け
て

温
泉
掘
削
が
始
動

温
泉
掘
削
の
起
工
式
が

一
月
十

日
、
国
民
休
暇
村
の
敷
地
内
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

起
工
式
に
は
今
村
町
長
を
は
じ

め
関
係
者
約
二
十
人
が
出
席
、
神

事
の
後
今
村
町
長
が
掘
削
機
の
ス

イ
ツ
チ
を
入
れ
ま
し
た
。

温
泉
掘
削
は
、
地
下
千
肝
ま
で

掘
り
、
工
期
は
七
月
二
十
日
。
温

泉
が
出
れ
ば
山
村
広
場
に
、
お
年

寄
り
や
身
障
者
の
た
め
の
特
殊
浴

場
を
備
え
た
福
祉
型
温
泉
セ
ン
タ

ー
を
建
設
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
誰
で
も
気
軽
に
利

用
で
き
る
よ
う

一
般
浴
場
な
ど
も

備
え
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

堀
田
　
蘇
仙

熊
川
　
豊
泉

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

林
田
　

一
声

松
野
　
笑
声

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
夫

（河
原
す
す
き
野
句
会
）

森
　
　
正
六

阿
部
タ
ツ
エ

森
　
　
政
隆

後
藤
や
よ
い

後
藤
　
チ
エ

後
藤
　
法
龍

本
田
　
初
雄

本
田
　
訓
子
　
の

後
藤
あ
ら
し

高 森 幼 稚 園

鷲

'F

句

っ て

′言

_メ＼
イン

ヽヽヽ iヽ

鏡



み
ん
な

のフト
V
´り

ヽ
ー

|ざ

写真 をご希 望の 方は .

広報係 へ ご連絡 下 さい

戦

争

と
コJ蜃
巧た生
4ニ

】」

私
は
、
戦
争
が
き
ら
い
で
す
。

理
由
は
、
戦
争
は

一
番
大
き
な
差

別
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

こ
の
前
も
、
大
き
な
戦
争
が
あ

り
ま
し
た
。
私
は
ど
う
し
て
こ
ん

な
戦
争
な
ん
か
を
す
る
の
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
人
々
が

傷

つ
く
だ
け
で
す
。
そ
し
て
、
も

し

一
人
の
人
が
死
ね
ば
、
そ
の
家

族
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
が
悲
し
み

ま
す
。
私
に
は
、
戦
争
の
意
味
さ
え
分

か
り
ま
せ
ん
。
も
し

一
人
の
人
に

五
人
の
家
族
が
い
る
と
し
て
、　
一

人
死
ね
ば
五
人
の
人
が
、
十
人
死

ね
ば
五
十
人
の
人
が
悲
し
む
の
で

す
。
ど
う
し
て
戦
争
を
し
て
、
人
々

を
悲
し
ま
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

人
の
物
や
土
地
を
奪
い
合

っ
た
り
、

無
理
や
り
武
力
を
使

っ
て
人
々
を

成
人
お
め
で
と
う

可
能
性
を
信
じ
、信
念
を
も
っ
て
進
も
う

自
分
の
言
い
な
り
に
し
た
り
と
、

人
の
人
権
を
無
視
し
た
行
動
を
取

る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
の
住
ん
で
い
る
こ
の
日
本
に

は
今
、
戦
争
は
あ

つ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
れ
に
似
た
行
動
は
い

つ
も
ど
こ
か
で
あ

つ
て
い
る
の
で

す
。
力
の
強
い
人
は
、
弱
い
立
場

の
人
を
い
つ
も
地
下
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
差
別
す
る
の
で
す
。

私
は
、
い
つ
も
小
さ
な
戦
争
は

人
々
の
心
の
中
で
あ

っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
戦
争

で
勝

っ
た
人
、
負
け
る
人
が
い
る

の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
勝
ら
た

人
は
、
い
つ
も
負
け
た
人
を
見
下

し
、
い
じ
め
、
差
別
す
る
の
で
す
。

こ
ん
な
小
さ
な
争

い
は
、
こ
の
日

本
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
い
ろ
い

ろ
な
国
々
で
あ

っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
戦
争
は
、
小
さ
な
争
い
が
も
と

に
な

っ
て
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、

み
ん
な
が
勝
利
者
に
な
ろ
う
と
、

弱
い
立
場
の
人
か
ら
順
に
傷
ら
け

て
い
く
の
で
す
。
弱
い
立
場
に
い

る
人
々
は
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
の
で
す
。
も
し
、
強
い
立

場
に
い
る
人
が
、
も
う
少
し
弱
い

立
場
に
い
る
人
の
こ
と
を
考
え
、

思
い
や
り
を
も

つ
な
ら
、
少
し
づ

つ
争
い
は
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

ど
ん
な
と
き
で
も
武
力
を
使
わ

ず
、
弱
い
立
場
の
人
々
の
こ
と
を

考
え
る
だ
け
で
、
争
い
は
な
く
な

り
、
傷

つ
い
て
い
く
人
は
減
ら

て

し
ま
う
は
ず
で
す
。
そ
し
て
、
強

い
立
場
の
人
が
弱
い
立
場
の
人
を

か
ば
う
こ
と
が
で
き
、
お
た
が
い

に
助
け
会
え
た
ら
傷

つ
く
人
は
い

な
く
な

っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

争
い
、
奪

い
合

っ
て
も
あ
と
に

残
る
の
は
、
傷

つ
い
た
人
々
と
そ

の
心
だ
け
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
私
は
、
そ
の
傷

つ
い
た
人
々

や
心
を

つ
く
ら
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
も
し

一
人
で
も
傷

つ
く
よ

う
な
人
が
で
き
て
し
ま

っ
た
ら
、

み
ん
な
で
そ
の
人
を
助
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

加
藤
文
凡
さ
ん

熊
日
緑
の
リ
ボ
ン
賞
受
賞

善
行
の
人
々
に
贈
ら
れ
る
熊
日

緑
の
リ
ボ
ン
賞
に
、
本
町

・
上
町

の
加
藤
文
凡
さ
ん

（５１
）
が
選
ば

れ
、
十
二
月
十
四
日
熊
日
本
社
で

贈
呈
式
が
あ
り
ま
し
た
。

同
賞
は
、
毎
年
二
回
あ
り
、
本

町
か
ら
は
昨
年
春
に
、
高
森
高
校

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
グ

ル
ー
プ
も
受
賞

し
て
お
り
、

一
年
間
で
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
が
受
賞
す
る
こ
と
は
め
ず

ら
し
い
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

加
藤
さ
ん
は
、
町
内
の
学
校
に

出
向
い
て
、
自
転
車
の
点
検
を
長

年
続
け
ら
れ
た
の
が
た
た
え
ら
れ

た
も
の
で
、
加
藤
さ
ん
も

「子
供

た
ち
の
喜
ぶ
姿
が
嬉
し
い
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
役
時
代
は
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク

・
マ
ラ
ソ

ン
代
表
三
回
、
現
在
は
監
督
と
し
て
、

後
進
の
指
導
に
あ
た

っ
て
い
る
宗
茂
さ

ん
か
ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

●   ●

●   ●

成
人
の
日
―

‐こ
の
日
を
迎
え
る
に

あ
た

っ
て
、
初
め
て
成
人
と
し
て
の
実

感
が
わ
い
て
き
た
と
い
う
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
あ
な
た
の
門
出
を
祝

っ
て
、

自転車を点検する加藤さん (高森小学校で)

(8)
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西田江里さん

この作文は、12月の人権週

間|こちなんで行われた「中学

生人権作文コンテスト」で優
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君

の
瞳

は
す
が

す
が

し
く
輝

い
て

い
る

か

し

て
、
自

分

の
進

む
道

を

決

め
た

ら

、
信

念

を

も

つ
て
自

分

自

身

を

見

失

わ

ず

に
進

ん

で
く

だ
さ

い
。

青

春

は
、
あ

ら

ゆ

る

―‐∫
能

性

に

満

ち

て

い
ま
す

。
自

分

の
将

来

に

大

き

く

広

が

る
夢

が
あ

る

か
わ

り

に
、

そ
れ

と

同

じ
く

ら

い

の
不
安

が

あ

る

の
も
当

然

で
す

。

し
か

し
、
自

分

の
可
能

性

を
信

じ

る

こ
と

の
で
き

る
自

分

が

い
る

と

い
う

こ
と

は
素
晴

ら

し

い

こ
と

で
す

。

そ

し

て
そ

の
可
能

性

を

だ

れ

か

に
期

待
さ

れ

れ

ば

、

そ

の
人

間

は
た

と

え

一
歩

ず

つ
で
も
、
確

実

に
成

長

す

る

と

思

う

の

で
す

。

僕

の
指

導

し

て

い
る

選

手
を

見

て

い
て
も

、
自

分

の
可
能

性

を

信

じ

、

純

粋

な

気

持

ち

を

失

わ

ず

、

日
囁
馨ど
に
立

ち
向

か

っ
て
が

あ

選

手

の
瞳

は
、
お

の
ず

か

ら
凛

々
と
輝

い
て

い
ま
す

。

新

成

人

の
皆

さ

ん

、
あ

な

た

の

瞳

は
、

い
ま
、
す

が

す

が

し
く
美

し
く

輝

い
て

い
ま
す

か
。

（談

）

（
そ
う

。
し
げ

る
）

新
成
人
に
贈
る
言
葉

茂

選
ん
だ
道
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

監

督

業

に
就

い

て
か

ら

四
年

、

現
在

、

三
十

二
人

の
選

手
を

指

導

し

て

い
ま
す

。

現
役

の
選

手
時
代

は
自

分

と

い

う

本

だ

け

を
読

ん

で

い
れ

ば

よ
か

っ
た

の
で
す

が

、

い
ま

は
、
陸

上

が
自

分

を

最
大

限

に
生

か
す

方
法

だ

と
知

っ
て

い
る

三
十

二
冊

の
本

を
持

っ
て
い
る

こ
と

に
な

り
ま
す

。

と

こ
ろ
が

、

こ
の
本

は
選

手
が

開

い
て
く
れ
な

い
と
読

め
な

い
の

で
す

。

調

子
が
良

く

て
競

技

に
自

信

を

も

っ
て

い
る
と

き

や

、

レ
ー

ス
で
失

敗

し

て
も

そ

の
原

因
を
追

求

し
前

向

き

に
考

え

、
成

長

の
糧

に
す

る

選

手

は
パ

ッ
と

開

い
て
く

れ

ま
す

が

、
自

分

自
身

を

見
失

っ

て

い
る

選

手

は

隅

っ
こ
に

い

っ
て

ペ
ー
ジ

を
閉

じ

て
し
ま
う

の
で
す
。

失
敗
を
反
省
す

る

の
で
は
な

く
、

の
注

目
を

浴
び

、

こ

の
と

き
初

め

て
人

か

ら
注

目
さ

れ

る
喜

び
を

知

り
ま

し
た

。

将

来

、

マ
ラ

ソ

ン
選

手

に
な

り
た

い
と

思

い
始

め
た

の

は
そ

の

こ
ろ

で
す

。

中

学

校

で
は
迷

わ
ず

陸

上
部

に

入
り
ま

し
た

。
高

校

の
陸

上
部

の

先

生

か

ら

は

、
オ

リ

ン
ピ

ツ
ク
選

手

に
な

れ

る
と

い
わ

れ
続

け

、
自

分

た

ち

も

オ

リ

ン
ピ

ツ
ク

に
出

場

す

る
ん
だ

と

、
心

に
誓

っ
て

い
ま

し
た

。

念

願

の
オ

リ

ン
ピ

ツ
ク
出

場

も

果

た

し
、
現
在

ま

で
長

距
離

一
筋

に
ま

い
進

し

て

こ
れ

た

の
も

、
自

分

を
生

か

せ

る
道

は

こ
れ

し
か
な

い
ん
だ
と

い
う
信
念

か
ら

で
し
た
。

も

ち

ろ

ん
苦

し
み
悩

ん
だ
時

期

も
あ

り

ま

し
た

が

、
ど

ん
な
逆

境

も

乗

り
越

え

ら
れ

た

の
は
、
自

分

の
可
能

性

を
信

じ
、
自

分

自
身

で

わ
た
し
た
ち
兄
弟
は
、
小
学
校

三
年
生
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ
が
苦
手

自
分
で
選
ん
だ
道
だ
か
ら

逆
境
も
乗
り
越
え
ら
れ
た

環
境
や
他
人
の
せ
い
に
し
た
り
、

自
分
の
可
能
性
が
信
じ
ら
れ
な
く

な
っ
て
逃
げ
て
い
た
り
し
て
い
て

は
、
成
長
も
な
く
ペ
ー
ジ
を
開
い

て
く
れ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

な

少
年

で
し
た

。

と

こ
ろ
が

小
学
校

四
年

生

の
と

き

、
持

久

走

（千

五

百

メ
ー

ト

ル
）

を
無
我

夢

中

で
走

っ
た

ら

、

こ
れ

が
驚

い
た

こ
と

に
ク
ラ

ス
で
ト

ッ

プ

。
弟

の
猛

も

ク

ラ

ス
で
ト

ッ
プ

に
な

っ
た

こ
と

も
あ

り
、

み
ん
な

旭
κ
成

・
陸
上
競
技
部
監
叔自

由不

満

二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ

ん
、
自
分

の
可
能
性
を
信
じ
て
進

む
道
を
決
め

て
く
だ
さ

い
。
可
能

性
に
気
づ

い
て
い
な

い
人
も
、
あ

な
た

の
周
り
に
そ
れ
を
示
唆
し
て

く
れ
る
人
が

い
る
は
ず

で
す
。
そ

純
粋
な
気
持
ち
を
失
わ
ず

目
標
に
立
ち
向
か
お
う

(5)



・島森暉予たか藤幸薦

盛
大
に
二
十
周
年
記
念
大
会

高
森
町
連
合
婦
人
会

高
森
町
連
合
婦
人
会

（松
野
博

子
会
長
、

一
千
人
）
を
結
成
し
て

二
十
年
、
こ
れ
を
期
に
改
め
て
婦

中
学
生
が

お
年
寄
り
と
交
流

お
年
寄
り
に
生
の
音
楽
を
聞
い

て
も
ら
い
、
合
わ
せ
て
交
流
を
図

ろ
う
と
、
高
森
中
学
校
の
吹
奏
楽

部
を
中
心
に
生
徒
会
、
野
球
部
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
テ

ニ
ス
部
と

生
徒
会
の
呼
び
掛
け
で
集
ま

っ
た

有
志
の
メ
ン
バ
ー
約
八
十
人
が
十

二
月
二
十

一
日
、
特
別
擁
護
老
人

ホ
ー
ム

「梅
香
苑
」
を
慰
問
し
ま

し
た
。
ま
ず
、
デ
イ
セ
ン
タ
ー
で
吹
奏

楽
部
の
演
奏
を
披
露
。
こ
の
後
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
各
部
屋
を

回

っ
て
お
年
寄
り
の
肩
を
も
ん
だ

り
話
を
し
た
り
心
温
ま
る
交
流
を

し
ま
し
た
。

人
会
を
認
識
し
、
組
織
強
化
を
図

ろ
う
と

一
月
十
九
日
、
高
森
町
婦

人
会
二
十
周
年
記
念
大
会
が
、
高

各
校
区
の
歴
代
婦
人
会
長
二
十
四

人
を
表
彰
。
こ
の
後
、
来
賓
を
代

表
し
て
草
村
県
議
会
議
員
や
今
村

町
長
、
本
田
町
議
会
議
長
か
ら
祝

辞
を
受
け
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

移
り
ま
し
た
。

高
森
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

を
か
わ
き
り
に
始
ま

っ
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ヨ
ン
で
は
、
各
支
部
ご
と
に

練
習
し
て
き
た
踊
り
や
歌
を
披
露
。

な
か
に
は

ユ
ニ
ー
ク
な
踊
り
も
登

場
、
会
場
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
受

け
、
お
お
い
に
交
流
を
深
め
た
大

会
で
し
た
。

現
在
婦
人
会
は
、
地
域
に
お
け

る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
や
学
習
活

動
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

記
念
大
会
が
こ
れ
か
ら
の
婦
人
会

活
動
を
し
て
い
く
う
え
で
大
き
な

自
信
と
な
り
ま
し
た
。

楽しく会話をするお年寄り

瑣
瑕

乳

●

●   ●

高森中学校体育館で行われた記念大会

インドア軟式庭球で優勝
森
中
学
校
体
育
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は

松
野
会
長
が

「本

日
の
二
十
周
年
記

念
大
会
は
、
今
ま

で
歩
い
て
き
ま
し

た
私
達
の
婦
人
会

活
動
を
ひ
と
く
ぎ

り
と
し
、
更
に
こ

れ
か
ら
の
婦
人
会

活
動
の
意
義
あ
る

節
日
と
す
る
た
め

計
画
し
ま
し
た
」

と
あ
い
さ

つ
し
た

後
、
婦
人
会
活
動

に
貢
献
さ
れ
た
、

●平成 3年度県インドア軟式庭球選手権大会が12

月22日 、熊本市総合体育館で開かれ、高森東中学

校から出場した本田博樹くん (矢津田)、 下田正一

郎くん (野尻)組が中学の部で優勝しました。

予選 リーグを 2戦 2勝 と順調に勝ち進み、決勝

トーナメントでもその勢いは衰えず 3-0と ス ト
レー ト勝ち、決勝戦では4-0と 快勝、優勝の栄
冠を手にしました。

また、 1月 6日 には県立総合体育館で開かれた

九州ジュニア (中学生)選抜インドア軟式庭球研
修大会に、同中学校から後藤健夫くん (津留 )、 井

上俊也くん (矢津田)組が出場しましたが、惜し

くも2回戦で敗退しました。

同中学校テニス部は、昨年 5月 行われた県中学

軟式テニス大会で初優勝を飾ったのを始め、10月

の郡軟式テニス新人大会で団体優勝、県大会では

ベス ト8になる等活躍 しています。

今後、同中学校テニス部の益々の活躍を期待し

ます。

優勝した本田くん (左 )と 下田くん (右 )

(7)

横断幕を手に高森中陸上部のみなさん

大
会
に
花
を
添
え
た
各
支
部
の
演
芸

高
森
中
学
校
陸
上
部
の
部
員
が
、
順
天
堂

大
学
二
年
の
本
川

一
美

（色
見
出
身
）
さ
ん

に
激
励
の
横
断
幕
を
作
製
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
陸
上
部
の
先
輩
で
も
あ
り
現

在
も
大
学
で
陸
上
を
続
け
、　
一
月
二
日
、
三

日
行
わ
れ
る
第
六
十
八
回
箱
根
大
学
駅
伝
に

出
場
す
る
本
川
さ
ん
に
頑
張

っ
て
も
ら
お
う
、

そ
う
い
う
願
い
を
込
め
て
作
ら
れ
た
も
の
で

す
。
横
断
幕
は
、
さ

っ
そ
く
役
場
横
の
国
道

三
二
五
号
線
交
差
点
近
く
に
掲
げ
、
健
闘
を

祈
り
ま
し
た
。

後
輩
た
ち
の
願
い
を
受
け
た
本
川
さ
ん
は

労
を
ね
ぎ
ら

っ
て

在
宅
介
護
表
彰
式

第

一
回
在
宅
介
護
表
彰
式
が
十

二
月
二
十
六
日
、
中
央
公
民
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

五
年
以
上
在
宅
で
介
護
さ
れ
て

い
る
人
た
ち
六
人
を
対
象
に
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
と
町

（国
民
健

康
保
険
）
が
共
同
で
行

っ
た
も
の

で
す
。
表
彰
式
に
出
席
さ
れ
た
の
は
、

馬
場

マ
ツ
子
さ
ん

（高
森
）
、
後
藤

イ
ツ
さ
ん

（上
色
見
）
、
塚
本
ミ
チ

フ
さ
ん

（高
森
）
の
二
人
で
、
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

他
に
、
岩
下
雅
子
さ
ん

（高
森
）
、

野
尻
ツ
ヨ
さ
ん

（野
尻
）
、
都
フ
ク

ヨ
さ
ん

（永
野
原
）
が
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

二
日
、
箱
根
大
学
駅
伝
往
路
に
順
天
堂
大
学

チ
ー
ム
か
ら
二
区
の
走
者
と
し
て
出
場
。　
一

区
の
走
者
か
ら
九
位
で
タ
ス
キ
を
受
け
た
本

川
さ
ん
は
、
好
選
手
が
揃

っ
た
二
区
で
八
人

抜
き
と
大
快
走
、
区
間
新
記
録
に
わ
ず
か
三

十
四
秒
と
及
ば
な
か

っ
た
も
の
の

一
時
間
八

分
七
秒
の
区
間
賞
を
獲
得
、
ト

ッ
プ
で
タ
ス

キ
を
渡
し
ま
し
た
。

本
川
さ
ん
の
み
ご
と
な
活
躍
は
、
高
森
中

学
校
陸
上
部
の
後
輩
に
大
き
な
励
み
と
な
り

ま
し
た
。

力ゞ

ん

ば

れ

本

川

先
基盤
蝙

「

約
九
百
人
が

場
を
埋
め
ま
し
た

表彰を受ける出席者

(6)

●:|ヽ

町
の
話

話題がありま

したら、お知

らせください。

総務課

広報統計係

(8② llll)
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